
１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　１０

　１１

関東甲信越は10月17日、東北・北海道は10月11日開催

入
検
査
の
あ
り
方
や
新
マ
ー

ク
制
度
な
ど
、
現
在
進
め
ら

れ
て
い
る
計
量
制
度
の
見
直

し
内
容
を
含
め
て
討
議
す

る
。

　
②
は
、
国
際
的
な
相
互
承

認
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め

困
っ
て
い
る
事
例
な
ど
を
事

前
に
各
県
か
ら
出
し
て
も
ら

い
、
事
例
を
も
と
に
討
議
す

る
。

　
③
は
、
計
量
制
度
の
見
直

し
で
も
意
見
が
出
さ
れ
て
い

る
計
量
行
政
へ
の
計
量
士
活

用
方
法
、
密
封
商
品
に
対
す

る
検
査
手
法
の
あ
り
方
な
ど

を
討
議
す
る
。
▽
計
量
士
の

身
分
（
行
政
機
関
の
採
用
条

件
や
契
約
等
）
▽
立
入
対
象

（
取
引
・
証
明
に
お
け
る
計

量
を
す
る
者
）
▽
計
量
士
に

不
合
格
権
限
の
附
与
▽
工
場

等
に
お
け
る
大
量
生
産
品

（
密
封
商
品
）
に
対
す
る
検

査
手
法
の
あ
り
方

　
④
も
計
量
制
度
の
見
直
し

に
絡
む
問
題
で
あ
り
、
▽
機

械
式
の
使
用
実
情
と
器
種
別

規
制
の
あ
り
方
▽
検
定
・
検

査
の
自
治
事
務
化
に
よ
る
計

　
関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協

会
・
計
量
士
会
合
同
連
絡
協

議
会
は
、
合
同
で
開
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
今
回
で
4
回

目
。
今
年
は
分
科
会
で
討
議

す
る
方
式
を
採
用
し
、
基
調

講
演
、
分
科
会
、
全
体
会
議

の
3
部
構
成
で
実
施
す
る
。

計
量
制
度
の
見
直
し
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
関
心
が

高
く
、
2
8
0
名
を
超
え
る

参
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
2
0
0
6
（
平
成
　
）
年

18

度
第
1
回
国
際
計
量
研
究
連

絡
委
員
会
（
国
計
連
、
小
野

晃
委
員
長
）
が
9
月
　
日
、

27

東
京
都
港
区
の
泉
ガ
ー
デ
ン

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
。

　
国
計
連
は
、　
産
業
技
術

（独）

総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
理

事
長
の
諮
問
委
員
会
で
あ

る
。
計
量
標
準
、
標
準
物
質

及
び
法
定
計
量
に
関
す
る
日

本
全
体
の
意
向
を
国
際
的
に

反
映
さ
せ
る
た
め
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
計
量
関
係
の

国
内
ト
ッ
プ
が
集
ま
り
、
世

界
を
見
据
え
た
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
と
し
て
取
り
組
む
組
織

で
あ
る
。 

　
経
済
産
業
省
吉
田
雅
彦
知

的
基
盤
課
長
が
挨
拶
し
た
。

計
量
分
野
は
、
国
際
的
相
互

承
認
の
広
が
り
や
、
食
品
安

全
や
医
療
分
野
へ
の
拡
大
を

見
せ
、
欧
州
で
は
R
o
H
S

指
令
が
発
動
間
近
で
あ
る
。

刻
々
と
変
化
す
る
計
量
制
度

に
対
し
て
、
国
計
連
は
さ
ま

ざ
ま
な
分
科
会
を
立
ち
上

げ
、
活
発
に
議
論
を
行
っ
て

い
る
。
社
会
に
役
立
つ
計
量

を
掲
げ
、
新
た
な
問
題
に
も

臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
き

た
い
、
と
述
べ
た
。

　
議
事
に
入
る
前
に
、
新
委

員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
所
属

組
織
の
人
事
異
動
な
ど
に
よ

り
着
任
し
た
委
員
の
ほ
か
、

今
回
新
た
な
ポ
ス
ト
か
ら
、

厚
生
労
働
省
健
康
局
矢
島
鉄

也
生
活
習
慣
病
対
策
室
長
が

メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。

　
前
回
議
事
録
が
異
議
な
く

承
認
さ
れ
、議
事
に
入
っ
た
。 

　
吉
田
課
長
が
、
計
量
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
述
べ

た
。
籔
内
雅
幸
同
省
計
量
行

政
室
長
と
と
も
に
、
計
量
制

度
検
討
小
委
員
会
報
告
書
案

基
調
講
演
は
飯
塚

日
計
振
会
長

　
基
調
講
演
は
飯
塚
幸
三
花

日
本
計
量
振
興
協
会
会
長
。

演
題
は
「
計
量
の
社
会
的
使

命

そ
の
変
遷
と
計
量
法

を
め
ぐ
る
議
論
を
参
考
に
」。

社
会
生
活
や
産
業
の
基
盤
と

し
て
の
計
量
が
果
た
す
役
割

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
必
要
と
さ
れ
る

範
囲
も
化
学
、
医
療
分
野
な

ど
へ
拡
大
し
て
い
る
。
最
先

端
技
術
を
支
え
る
の
も
高
度

な
計
測
技
術
で
あ
る
。
工
業

技
術
院
長
や
国
際
度
量
衡
委
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地
域
協
議
会
相
次
ぎ
開
催
、第
1
回
国
計
連
、休
刊
の
お
知
ら
せ
 陰
面

メ
ト
ラ
ー
・
ト
レ
ド
が
J
C
S
S
校
正
業
務
再
開
　
 隠
面

計
測
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
講
演
会
、
7
月
の
計
量
計
測
機
器
生
産
柑
、
ほ
か
   
韻
面

寄
稿
・
岩
田
重
雄
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  吋
面

寄
稿
・
黒
須
茂
氏
、
第
　
回
品
質
工
学
研
究
発
表
大
会
報
告
棺
   右
面

14

J
C
S
S
登
録
、
資
料・計
量
標
準
の
供
給
開
始
と
校
正
範
囲
の
拡
大
漢
、
計
量
法
関
連
 宇
面

寄
稿
・
齊
藤
勝
夫
氏
、
計
量
ひ
と
く
ち
メ
モ
、
社
説
  烏
面

新
製
品
ニ
ュ
ー
ス
、
ニ
ュ
ー
バ
ラ
ン
ス
フ
ェ
ア
、
ア
タ
ゴ
新
社
長
、
ほ
か
　
羽
面

　
　
月
か
ら
計
量
協
会
な
ど
の
地
域
協
議
会
が
相
次
い
で

10
開
か
れ
る
。
2
0
0
6
（
平
成
　
）
年
度
関
東
甲
信
越
地

18

区
計
量
協
会
・
計
量
士
会
合
同
連
絡
協
議
会
が
　
月
　
日

10

17

峨
、
花
神
奈
川
県
計
量
協
会
と
神
奈
川
県
計
量
士
会
の
当

番
で
、
横
浜
市
の
「
ヨ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン

チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
る
。　
（
平
成
　
）

06

18

年
度
東
北
・
北
海
道
計
量
大
会
は
　
月
　
日
我
、　
日
牙

10

11

12

に
、
花
福
島
県
計
量
協
会
の
当
番
で
、
福
島
市
の
「
摺
上

亭
大
鳥
」
で
開
か
れ
る
。　
月
　
日
我
に
は
近
畿
計
量
大

11

22

会
が
開
か
れ
る
。

今
年
度
第
1
回
国
計
連
開
く
 

臨
床
分
野
に
活
発
な
動
き
、計
量
法
見
直
し
に
進
展
も
 

員
と
し
て
活
躍
し
、
幅
広
い

知
見
を
持
つ
飯
塚
氏
が
計
量

の
社
会
的
使
命
を
解
明
す

る
。

▽
は
じ
め
に
▽
計
量
の
活
用

の
拡
大
▽
計
量
の
役
割
の
増

大
▽
わ
が
国
の
計
量
シ
ス
テ

ム
の
現
状
と
今
後
▽
結
び

計
量
の
使
命
と
は
な
に

か　
分
科
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
計

量
に
関
す
る
テ
ー
マ
を
設

け
、
グ
ル
ー
プ
討
議
す
る
。

テ
ー
マ
は
5
つ
。①
計
量
士
・

適
正
計
量
管
理
事
業
所
、
②

計
量
の
国
際
化
、③
取
締
り
・

量
目
、
④
検
定
・
検
査
、
⑤

計
量
の
啓
発
育
成
。

　
①
は
、
登
録
更
新
制
（
更

新
期
間
、
登
録
機
関
、
会
員

制
度
の
あ
り
方
）
や
更
新
時

研
修
、
専
門
区
分
化
な
ど
計

量
士
制
度
の
あ
り
方
や
、
適

正
計
量
管
理
事
業
所
へ
の
立

　
月
に
は
近
畿
計
量
大
会
も

11関
東
甲
信
越
地
区
計
量
協
会
・

計
量
士
会
合
同
連
絡
協
議
会

計
量
制
度
等
を
5
つ
の
分
科
会
で
討
議

の
抜
粋
資
料
か
ら
、
制
度
見

直
し
の
ポ
イ
ン
ト
と
進
展
状

況
を
紹
介
し
た
。

　
報
告
書
は
国
家
計
量
標
準

を
関
係
機
関
の
連
携
で
開

発
・
供
給
す
る
方
針
を
掲
げ

た
。
そ
の
開
発
に
あ
た
っ
て

は
、
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
を
十

分
に
把
握
し
た
上
で
優
先
順

位
を
つ
け
る
べ
き
だ
と
し
、

実
現
可
能
性
調
査
の
段
階
で

は
国
計
連
お
よ
び
同
分
科
会

を
活
用
す
る
旨
を
強
調
し

た
。（
次
号
以
下
に
つ
づ
く
）

休
刊
の
お
知
ら
せ

　
　
月
8
日
号
は
休
刊
と

10
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。次

号
は
　
月
　
日
号
と
し
て

10

15

発
行
致
し
ま
す
。本
紙
は
月

4
回
の
発
行
で
す
。

日
本
計
量
新
報
社

量
行
政
の
弱
体
化
と
規
制
緩

和
の
あ
り
方
▽
民
間
の
能
力

活
用
に
よ
る
公
的
義
務
の
補

完
の
あ
り
方
と
評
価
、
な
ど

を
論
議
す
る
。

　
⑤
は
、
▽
計
量
の
重
要
性

を
、
消
費
者
、
企
業
、
児
童
・

学
生
に
ど
の
よ
う
に
教
育
し

て
い
く
か
、
計
量
の
普
及
・

啓
発
活
動
の
現
状
と
問
題
点

▽
国
や
自
治
体
な
ど
の
行

政
、
計
量
士
会
、
計
量
協
会
、

企
業
、
学
校
な
ど
の
果
た
す

役
割
▽
今
後
の
課
題
や
取
り

組
み
の
方
向
な
ど
に
関
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
っ
て
討
議
す
る
。

　
分
科
会
で
の
討
議
の
結
果

は
、
引
き
続
き
行
わ
れ
る
全

体
会
議
で
報
告
書
を
配
付

し
、
報
告
す
る
。

（
韻
面
に
つ
づ
く
）


